
 

会 議 等 議 事 概 要 

件  名 令和 8年度 第 1回 西大阪地域水防災連絡協議会 行政WG 

日  時 令和 8年４月２８日（火） 15：00～16：30 

場  所 西大阪治水事務所 １階会議室 

出席者 別添 出席者名簿のとおり 

 

【議 題】 

1 意見交換 

・下記議題に関して、事務局から情報提供し、意見交換を実施。 

資料１ 協議会規約の改定について 

→改訂なし。所属名等に修正あればご指摘いただくよう依頼。 

資料２ 流域治水プロジェクトの更新 

 →資料 2-3について、大阪市管理河川における洪水浸水想定区域指定について追記。 

資料３ 5年間で実施する具体的な取組みの進捗状況 

  →本協議会では、各機関の取り組み状況部分は公開しない方針である旨を説明。 

   各機関で取り組みを更新した部分（資料赤字部分））について説明。 

    資料４ 次期「５年間で実施する具体的な取り組み」スケジュール 

  ・下記議題に関して、府河川室から情報提供し、意見交換を実施。 

資料５ 流域治水の推進について  

・下記議題に関して、市町村（大阪市、豊中市、吹田市）から情報提供し、意見交換を実施。 

資料６ 流域治水プロジェクト推進スケジュールについて 

 

２ 報告事項 

・下記内容に関して、市町村等（大阪市、豊中市、吹田市、大和川右岸水防事務組合、 

大阪管区気象台）から報告。 

資料７ 各市町村等の防災・減災に関する取組紹介について 

  ・下記内容に関して、事務局及び寝屋川水系改修工営所から報告。 

資料８ 要配慮者利用施設の避難確保計画及び訓練について 

資料９ 令和７年度河川施設点検結果について 

→西大阪治水事務所及び寝屋川水系改修工営所の管内における河川は、緊急対応が必要 

な箇所はなかった旨を報告。 

資料１０ 令和８年度事業予定箇所について 

・下記内容に関して、府事業調整室から報告。 

資料１１ 大阪府水防計画の改定について 

  ・下記内容に関して、府河川室から報告。 

資料１２ おおさかタイムライン防災プロジェクトについて 

 

３ 情報提供 

  ・下記内容に関して、府河川室及び府危機管理室から情報提供を実施。説明は省略。 

    資料１３ 風水害に備えた避難行動支援の実施計画 

    資料１４ 芥川における特定都市河川指定について 

    資料１５ 土砂災害について 

    資料１６ 大阪防災アプリ 

資料 0 



 

    資料１７ 大阪８８０万人訓練 

  ・下記内容に関して、大阪管区気象台から情報提供を実施。 

    資料１８ 防災気象情報の改善について 

     →（事務局補足説明）p5に記載のとおり、高潮注意報時において従来の注意喚起は 

行わず、改善後は気象解説情報での情報提供となるため、連絡体制等についての確認 

を関係者で別途実施させていただきたい。 

  ・下記内容に関して、事務局から情報提供を実施。 

    資料１９ ホットライン実施要領（案） 

 

【質 問 等】 

（大阪都市計画局計画推進室） 

・資料１の構成員について、所属名の修正（西日本電信電話株式会社）があるのではないか。 

 →（事務局）確認し、必要に応じて資料を修正する。 

 

（大阪府西大阪治水事務所） 

・資料２－２ p4について、訓練名を正式名称に修正いただきたい。 

 →（事務局）資料を修正する。 

・資料６のうち豊中市の取り組みについて、マイタイムライン作成支援ツールの出前講座・アド 

バイザー派遣により周知・啓発を行っていただいているとのお話だったが、実際にそれぞれの 

開催実績や、PR方法について教えていただきたい。 

→（豊中市）アドバイザー派遣 28件、出前講座 25件。HP等で各課 PRを行っている。 

 ・資料７について 

①吹田市の取り組みについて、防災ブックを発行いただいているとのお話だったが、発行に 

至った経緯は何かあったのか。HPでの公表はされているのか。 

→（吹田市）経緯は把握できていない。HPでの公表は行っている。 

  ②大和川右岸水防事務組合の取り組みについて、団員募集ポスターを津波・高潮ステーショ 

ンにも掲示可能。 

→（大和川右岸水防事務組合）ポスターについて、後日持参させていただく。 

 

 （大阪市建設局企画部） 

 ・資料１８のうち高潮注意報について 

  ①大阪市では、防潮鉄扉の閉鎖など大阪府や関係事業所からの情報を持って各水防事務組合等 

に指示等を行ってきているが、改善後もそのとおりの認識でよろしいか。 

   →（事務局）別途、水防事務組合と一緒に擦り合わせをさせていただきたい。 

②これまで高潮注意報の発表により防潮鉄扉の閉鎖を行ってきた。今後は気象解説情報を出さ 

れると思うが、その発表のタイミングは、現行の高潮注意報に比べてどうなるか。 

→（大阪管区気象台）現行の高潮注意報は、6時間のリードタイム（夜中にかかる場合は早 

めの発表を行う）を取って発表しているが、今後は、これと同タイミ 

ングで気象解説情報を発表するので活用されたい。 

 

 （大阪府河川室） 

 ・資料６の吹田市防災啓発冊子について、多言語や点字版の冊子はどのように配付されるのか。 

  →（豊中市）新たに転入されてきた方は、そのタイミングでお渡しすることにしており、既に

配付済の方への対応は内部で調整中。 

 ・本日の議題で用いた資料は本協議会の際には公表対象資料となるため、全体的な文言や体裁等 

  の確認をお願い。  


